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現在，看護系大学が 校と急増し，全看護学生のうち
％を占めるに至っている。しかも大学教育における看
護の実践能力の育成 ）の充実が求められ，各大学において，
様々な試みが行われている。本学では平成 年度に短期
大学から大学へと移行したが，ほとんどの教員は，大学
教育がはじめての経験であり，現在，大学生に対する看
護の基礎教育をどのように展開することが効果的である
かと期待と不安を持って日々模索しつつ取り組んでいる。
そこで，看護基礎教育の中で，大学生が，看護に関する
とらえ方がどのように変化し発展していくのかというこ
とを明らかにすることができれば，我々の教育評価の材
料になるとともに，大学全体のカリキュラムの検討にも
役立つと考えた。また，学ぶ側の学生の看護に関すると
らえ方は，大学における教育刺激のみならず，社会の価
値観や職業意識などの影響を受けて多様化し，年ととも
に変化する側面があるので，学生の看護に対する感じ方
や考え方を把握することは，教育方法の開発のためにも
重要であると考えた。
まず，看護に関する認識について，すでに明らかになっ
ている研究を，医中誌 で検索したところ，看護概念
あるいは看護師の職業に対する認識・看護観，看護のイ
メージなどについての研究が複数行われていた。学生の
病院 患者 看護婦 看護 のイメージの変化を
年次と卒業時点で比較した研究 ），学生の看護認知の変化
を入学から卒業までを比較した研究 ）では，学生の傾向は
明らかになっていたが，その認識の内容は十分明らかに
されていなかった。短期大学生の卒業期における看護概

念の認識構造に対する研究 ）では 年間のカリキュラム
で学んだことは何か をテーマに行っており，学生の幅
広い学びが報告されていたが，経時的な認識の変化は明
らかにされていなかった。大学の 年次生を対象にした
研究 ）からは，看護観の形成過程に関して，看護の つの
主要概念として環境，健康，人間，看護をどうとらえて
いるかを調査していた。その結果，漠然ととらえていた
イメージが履修科目の影響を受けて具体的な内容を持つ
に至ったことが明らかにされていた。また，看護学生の
年間の看護概念の変化をとらえた研究 ）では，看護の主
要概念として環境，健康，人間，看護のうちの 人間
に焦点をあてて， 年間の間に縦断的に 回の調査を行っ
た結果をまとめて 共存・人間関係 個別性と共通性 複
雑さ など， のカテゴリーを抽出していた。しかし，
それぞれの調査時期による認識の変化は，記述件数の数
のみの記載であった。
以上のことから，大学生が， 年間にわたり看護に関
してどのような認識の変化をきたすのかを質的に把握す
ることは，今後の教育方法の発展に意味があると考えた。
変化の過程を縦断的に明らかにすることによって，教育
効果を検討し，教育方法の開発とともに大学全体のカリ
キュラムの検討材料を得ることができると考え，入学初
期における学生の看護に関するとらえ方を明らかにする
ことを目的に，この研究に取り組んだ。

研究対象および研究方法

．研究対象
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．研究方法

）質問紙の作成
学生が，現段階における看護全般に関する自己のと

らえ方をありのままに表現するように，先行研究 ）））

を参考に自由記述形式の質問紙を，研究者が作成した。
その設問の詳細は，看護の目的を問う設問として

〔 看護は何をめざして行うと思いますか。〕とした。
以下，看護の対象を〔 看護の対象となる人はどの
ような人だと思いますか。〕，看護の役割 機能を〔
看護職の仕事はどのような内容だと思いますか。
看護に必要な技術には，どのようなものがあると思
いますか。習ったものにかかわらず，思いつくもの
を具体的にお書きください。〕，対人関係を〔 看護
の対象とより良い人間関係をつくるためにはどのよ
うなことが重要だと思いますか。〕，看護職者になる
ための要素を〔 自分の，看護職としての能力を高
めるためにはどのような取り組みが必要だと思いま
すか。〕，看護が行われる場を〔 看護は，社会のど
のような場所で行われると思いますか。具体的にお
書きください。〕，以上の つの設問とした。
）データ収集方法
研究対象者である看護学科 年生 名全員に対
し，研究目的と内容，および無記名の調査で授業評
価にはいっさい影響しないこと，研究への参加は自
由であることを説明後，質問紙を配布し依頼した。
回収方法は，留め置き式とし，平成 年 月 日
月 日の約 週間とした。なお，学生は，専門基
礎科目で 医療概論 人体の機能・構造 ，専門科
目で 看護学概論 基礎看護技術 について学
習している途上であった。
）データ分析方法
質問紙の記述内容から，学生の記述の文脈を 人
の研究者が熟読し，独立した意味のある文節および
単語を研究者 人が意味の一致をみたものをすくい
上げて，学生の看護に関するとらえ方を明らかにす
るためのデータとして整理した。そのデータのひと
つひとつの意味をとらえて，その意味が共通してい
ると判断できるデータをグルーピングし，意味に基
づいて命名し，それをサブカテゴリーとした。さら
にサブカテゴリーの意味を読みとって，その意味内
容において近似的なサブカテゴリーをグルーピング
し，命名し，カテゴリーとした。

結果および考察

本調査の結果， 名の学生のうち 名から回答を得て回
収率 であった。 名の学生から の記述が得られ，
複数の研究者で分析方法に基づいて独立した文脈および単

語を取り出し， のデータを得た。このデータから，意
味の共通するものをグルーピングした結果， のサブカテ
ゴリーを抽出できた。さらに，このサブカテゴリーの意味
内容を読みとってグルーピングし， のカテゴリーを得た。
その結果を表 にまとめた。以下，データは ，サブカ
テゴリーは《 》，カテゴリーは【 】で示した。

．看護の対象

患者 家族 傷を負った人 心臓疾患 病気と
闘っている人 など のデータをグルーピングし，《病
気を抱えている人》， 健康に関して悩んでいる 精神
的・身体的に悩みを抱えている人 など のデータか
ら《身体的・精神的に問題を抱えている人》， これか
ら病気になりそうな人 病気になりそうな人 から《病
気になりそうな人》というサブカテゴリーを抽出した。
これらのサブカテゴリーから【病気の人】というカテ
ゴリーをみいだした。この他に《健康を願う人》《援助
を必要とする人》《家族が援助を望む人》《生活に支障
がある人》《対象の家族》というサブカテゴリーをみい
だすことができた。これらから【援助を必要とする人】
というカテゴリーをみいだした。これらからは，学生が，
看護の対象を何らかの援助を必要とする条件を持つ対
象であるととらえていることを読み取ることができた。
一方， 人々 一人でも多くの人 など つのデータか
らは《人々》， 世界のすべての人 生きているすべて
の人 など つのデータから《すべての人》というサブ
カテゴリーを抽出した。この他に《健康な人》《地域の人》
も得ることができた。これらから【人々】というカテゴ
リーをみいだした。これらは，特殊な対象のみならず，
人間全般にわたって看護の対象であるというとらえ方を
している学生がいることを示していた。
ある学生は， 初めは病気の人が対象だと思ってい

たが，授業を受けていく中で，看護の対象は健康な人
の中にもあるとわかった と記述していた。このこと
から，病気の人だけが看護の対象と考えていた学生は，
授業を受けて健康な人も看護の対象である方向に対象
のとらえ方が変化している途上であると考えられる。
入学時点の学生は，看護の対象者について，病気の人
であったり何らかの援助が必要であるという条件を
持った対象と感じ取っている傾向が強いが，入学後の
教育刺激によって，健康な人も看護の対象であるとい
う考え方が広がっていくことを示している。
大学における看護の基礎教育の段階で， 年に日
本看護協会が 看護とは健康であると不健康であるこ
とを問わず，個人または集団 ）とし， 年には 健
康のあらゆるレベルにおいて個人が ）と示している
ように，看護の対象者は健康のレベルに関係なく，あ
らゆる人を対象とするというとらえ方を学び取らせる



表 看護に関するとらえ方

項 目 カテゴリー サブカテゴリー データ数

・
看
護
の
対
象

病気の人
病気を抱えている人
身体的・精神的に問題を抱えている人
病気になりそうな人

援助を必要とする人

健康を願う人
援助を必要とする人
家族が援助を望む人
生活に支障のある人
対象の家族

人々

すべての人
人々
健康な人
地域の人

・
看
護
の
目
的

健康の回復 維持
健康状態の回復・向上
対象の回復
病気の予防

生活の質の回復
元の生活に戻ること
健康で快適な生活
社会復帰

ニードの充足
対象の幸福
対象のニードの充足

安らかな終末 安らかな死への支援
苦痛の緩和 心身の苦痛の軽減
複数の目的 複数の目的を持つ

・
看
護
の
役
割

機
能

コミュニケーション
コミュニケーションの必要性
コミュニケーションの技法
対象の思いの表出を促すかかわり方

精神的ケア

心のケア
思いやり
心の状態の把握
観察

身体的ケア

身体へのケア
排泄のケア
清潔ケア
環境調整
身体の状態の把握

安全な医療行為
医療行為
医療技術の正確さ
医療技術の迅速さ

支援
手助け・手伝い
人助け

他職種との連携
医師の補助
医療関係者との連携

専門的知識の保有 専門的知識

対象を取り巻く周囲へのケア
家族のケア
周囲への配慮

指導 療養上のアドバイス

看護業務の遂行力
看護の実践に必要な手際の良さ
問題の解決
厳しい業務内容

・
対
人
関
係

対象の理解 対象をよく理解する

人間関係の成立と発展の基本

良好な人間関係作りの技
良い聞き役
対象の立場への変換
対象の尊重
相互交流

・
看
護
職

者
に
な
る
た

め
に
必
要
な

要
素

看護職者に求められる要素

勉強して知識を得る
実践的な技術を身につける
社会的な視野を広げる
経験を積む
積極的な姿勢（態度）

・
看
護

が
行
わ
れ

る
場

対象がいる場

社会のあらゆる場所
地域
自宅・家庭
病院・学校

ためには，対象のさまざまな条件に沿っ
て対象をとらえるための専門的知識と論
理的な思考過程を具体的かつ実践的に教
育し，看護の対象把握を確実なものにす
る必要がある。

．看護の目的

身体の健康状態の回復 健康に導く
健康回復のための手助け 回復や維持
など のデータから《健康状態の回復・
向上》というサブカテゴリーを抽出した。
病気の人は回復 第一に患者さんの回
復 などからは《対象の回復》を抽出し
た。 病気の予防 から《病気の予防》と
し，これらから【健康の回復・維持】と
いうカテゴリーをみいだした。これらの
サブカテゴリーによると病気の人も健康
な人も，より健康な，あるいは回復の方
向に向かうことが看護の目的であること
を示していた。また， 少しでも早く元の
普通の生活に戻る 病気になる前の生活
まで少しでも近づける などから《元の
生活に戻ること》や《健康で快適な生活》
《社会復帰》といったサブカテゴリーを抽
出し，【生活の質の回復】とした。看護の
目的が生活面に着目しており，学生は看
護の対象の生活者としての側面を視野に
入れた看護を考える必要性を感じ取って
いることがうかがえる。また， 有意義に
過ごす より良い人生を過ごせる など
のデータから《対象の幸福》を， 患者
の要求を満たす から《対象のニードの
充足》もとらえている学生もいることが
見えてくる。これらから，看護の対象の
立場から意味を考えることが看護の目的
につながるということを，とらえはじめ
ている。
ターミナルの患者さんの場合，精神

面の安定と安らかな死を十分に支えてい
く ターミナルの人は安らかな死を目指
す からは《安らかな死への支援》， 苦
痛（精神的にも身体的にも）を和らげる
こと から《心身の苦痛の軽減》とした。
また，病気を治すだけではない から《複
数の目的を持つ》を抽出した。学生は，
月に入学して一ヶ月あまりという非常

に短期間ではあるが様々な教育刺激に
よって，看護の目的が単に健康の回復の
みではなく，幸福や安らかな死など，社



会的な存在である生活者としての人間を視野にいれた
看護の目的をとらえはじめていると考えられる。しか
し，看護についてのとらえ方が判然とせず混沌と広がっ
ている可能性もあると考えられる。ヘンダーソンが 健
康あるいは健康の回復（あるいは平和な死） ）と述べて
いるように，看護は単独の目的のために行われるので
はなく，看護の多面性を理解した上で対象の持つ様々
な問題を解決するために多くの側面から働きかけると
いう考え方を確実に定着させるための教育を積み重ね
ることによって，次第に看護の目的について鮮明にな
ると考えられる。

．看護の役割 機能

コミュニケーションを図ること 患者とのコミュ
ニケーション など のデータから《コミュニケーショ
ンの必要性》，コミュニケーションをとる方法 コミュ
ニケーションの技術 話術 など のデータから《コ
ミュニケーションの技法》， 話し相手になる 知識や
思いやりをもって対話する など のデータから《対
象の思いの表出を促すかかわり方》を抽出し，【コミュ
ニケーション】とした。この調査を行った時期には，
学生が専門科目の 基礎看護技術 でコミュニケー
ションの単元を学習しており，この影響を考慮する必
要があるが，看護の役割としてコミュニケーションを
大変重視していることが考えられる。しかし，学生は，
コミュニケーションについては日常的に体験し，その
重要性を痛感しているにもかかわらず，データはほと
んど具体的に表現されていなかった。このことは，コ
ミュニケーションは言葉や体を道具として用いるが，
人と人との間で交わされる精神の交流であり，コミュ
ニケーションそのものには実体がないため，学生のと
らえ方も抽象的にならざるを得なかったと考えられな
いだろうか。このような目で見て取れないものを教育
するときには，コミュニケーションをしている両者の
間にどのような交流が起こっているかを捉えるために，
目に見えないものを目に見えるような表現におきかえ
て，それを用いて教育を行っていくことが重要である。
例えば，何をどのように感じたり考えたりしているか
を，文章化したり話し合ったりすることによって，両
者の関係を見える形に表現し，その場で起こっている
コミュニケーションのあり方について，学習していく
のである。
また， 人を元気づける 不安にさせない 心のケ

アを行う 精神的な援助 精神的な病を治す など
のデータからは《心のケア》を抽出した。 相手を思い
やる気持ち 自分のことでなく人を思いやる心 など
から《思いやり》を， 患者さんの健康状態や心の状態
をきちんと把握 から《心の状態の把握》， 人の求め

ていることを見抜く洞察力 患者さんの状態に常に注
意を払う から《観察》を抽出した。データによると
身体的な観察というよりはむしろ精神的な観察につい
て記述していた。今回の学生のデータからは，精神面
での支えになることや精神面への援助といった抽象的
なデータが得られ，このことから看護の役割として精
神的なケアを重要視していることが伺えた。しかし，《心
のケア》のなかに， 精神的な病を治すこと という記
述がみられた。このことから，医学的な治療と看護的
な関わりの区別が現段階ではできていないことがうか
がえた。
次に， 患者のケア 直接の介護 患者の身の回り
の世話 援助すること マッサージ 食事のお世話
適度な運動方法 など のデータから《身体へのケア》
を抽出し，入浴手伝い 体拭き などから《清潔ケア》
を， 排泄の介助 から《排泄のケア》を抽出した。こ
れらのサブカテゴリーにおけるデータでは，入浴や体
を拭くといった日常生活での具体的な行為を示す記述
が多かった。学生自身が日常生活で経験していること
であり，看護の対象が自ら行うことができない状態に
陥った場合，自力では充足できなくなる可能性を予測
することは容易であるから，ケアの内容を具体的・感
性的に把握できたと考えられる。我々の 時間の生活
の中でなされている生活行動については，学習の場で
積極的に想起させ学習材料に活用していくことができ
る。一方，このような生活経験に基づくとらえ方は，
学生個々の個別的な生活習慣に根ざしているため，必
ずしも合理的とはいえず，ひとつひとつの生活行動に
ついての健康上の根拠を明らかにしながら看護の場面
で活用できるような専門的知識に高める必要がある。
環境を整える ベッドメーキング シーツ交換 な
どから得た《環境調整》のサブカテゴリーについても生
活経験に基づくとらえ方として同様であると考えられ
る。なお，《環境調整》については， 基礎看護技術
でコミュニケーションと同様に，学習しているため，講
義の影響を考慮する必要がある。しかも，コミュニケー
ションとは対照的に学生の認識が具体的に表現されて
いるのは，環境整備に関して具体的な援助行為を学ん
だため，一層具体的なとらえ方をしているとも言える。
検温 血圧測定 などの のデータからは《身体

の状態の把握》を， 注射を打つ 投薬 応急手当
など のデータから《医療行為》を抽出した。この
つのサブカテゴリーについては，学生が一般的に医療
現場では血圧を測ったり，注射を実施したりし，それ
が看護の役割でもあるととらえていると予想できる。
加えて，《医療技術の正確さ》《医療技術の迅速さ》の
サブカテゴリーからは，医療機器や医療処置を正確に，
素早く行うことが重要であることは十分に理解してい



ると考えられる。今回の調査では医療事故についての
記述内容はみられなかったが，医療事故などの報道を
目にする機会も多くあり，それらの情報から，正確で
苦痛の少ない迅速な技術が求められていることを認識
しているとも考えられる。
手伝いみたいなもの 手伝い 手助け など の

データから《手助け・手伝い》《人助け》を抽出し，【支
援】とした。学生は看護を必要としている対象に対し
て手助けや援助を行いたいと考えてはいるが，具体的
に表現されていないことから，どのようなことができ
るのかという内容については漠然としたとらえ方であ
ろうと考えられる。
医師の手伝い 医師の援助 など のデータから《医

師の補助》を， 他の医療関係者とともに… から《医
療関係者との連携》を抽出し【他職種との連携】とした。
看護は他職種との協力関係を基に対象のケアにあたる
必要性について，現段階で学生は理解をしている。具
体的な他職種との連携や共働関係については，今後の
学習による必要がある。
患者の状態を把握するための知識 専門の知識を

持つこと 身体の構造の知識 心理的な分野の学習
それぞれの病気に対する治療法・対処法 というデー
タから，《専門的知識》を抽出し【専門的知識の保有】
とした。看護が専門的な分野であり，そのためには専
門知識が必要なことを認識していることがわかる。
患者の家族へのケア 家族の援助 から《家族の

ケア》， 常に周りの状況を見ている 一度にたくさん
の人に気を配る から《周囲への配慮》というサブカ
テゴリーを得た。これらから【対象を取り巻く周囲へ
のケア】とした。看護の対象は患者そのものだけでは
なく，対象を取り巻く周囲の人々にも視線を広げる必
要性があるということや，対象ひとりだけに集中する
のではないという意味も含まれており，学生は看護の
対象を取り巻く周囲の人間関係を含めて看護の役割と
とらえていることがわかる。
薬のアドバイス 健康増進のアドバイス などか

ら《療養上のアドバイス》を抽出し【指導】とした。
患者の必要性に応じたアドバイスも看護の役割である
ととらえている学生もいることがうかがえた。
手先の器用さ 冷静さ 気持ちの切り替え から

《看護の実践に必要な手際の良さ》， 気づいた問題点を
解決する から《問題の解決》 よく言われる か
ら《厳しい業務内容》を抽出し，これらから【看護業
務の遂行力】とした。 というのは一般的にきつい，
汚い，危険，の略であるが，これらのデータからは，
学生が看護業務の遂行には冷静な判断や気持ちの切り
替えが必要であり，看護業務に厳しい面も合わせ持っ
ていることを認識していることを示した。

．対人関係

相手の求めているものを知ること 常に相手を少
しでも理解しようと努める など のデータから《対
象の理解》を抽出した。 作り笑顔（自然な笑顔） 何
でも話してもらえる関係作り など のデータから《良
好な人間関係作りの技》， どんな小さなことにでも耳
を傾けること 一生懸命聞く など のデータから《良
い聞き役》， 不安にさせるようなことは言わない 相
手の気持ちを判断する など のデータから《対象の
立場への変換》， 人間の尊厳を守る プライバシーを
守る 本人の意志を尊重する から《対象の尊重》，積
極的に人と関わる 相互理解 など のデータから《相
互交流》を抽出した。これらから【人間関係の成立と
発展の基本】とした。学生は《こころのケア》の項と
同様に看護における対人関係を重要な要素であるとと
らえていることが明らかになった。看護は，対象が人
間であり，看護は人間関係の成立の上に成り立つもの
である。また，関係をつくるだけではなく，さらに対
人関係の発展が求められているということが認識され
ている。

．看護職者になるために必要な要素

授業を聞いてよく勉強する 今は大学の勉強に必
死で取り組む など のデータから《勉強して知識を
得る》を抽出した。学生の記述には，学生自身が現在
取り組んでいる大学での学習を取り上げたものが多く
みられた。 講義だけでなく，実習を主に経験しながら
学んでいく より実践的な技術を身につける など
のデータから《実践的な技術を身につける》を抽出した。
学生は，看護技術を実践することができるように体験
したいと考えていることが示された。 常に向上心を持
つ 努力 笑顔 奉仕 体力 など のデータか
ら《積極的な姿勢（態度）》を抽出した。この他に《社
会的な視野を広げる》《経験を積む》という つのサブ
カテゴリーから【看護職者に求められる要素】という
カテゴリーをみいだした。看護の実践に必要な看護技
術として武田 ）は 認知的技術（患者をみて療養上の
問題を抽出する能力，判断能力，批判的思考力，問題
解決能力，意志決定力などが必要である） 対人技術（相
手の思考や感情をとらえる能力と，自分のそれらを対
象に伝える能力，人間関係を調節する能力が必要であ
り，看護が人間対人間の関係により成り立つものであ
ることから極めて重要な技術である） 手技的技術（清
潔・摂食・排泄・運動などの日常生活行動援助，手術・
検査といった医療処置を受けるにあたっての援助など，
すべての直接的看護ケアの基礎となる。）と定義づけて
いる。この定義にそって考察すると， 認知的技術と
して《勉強して知識を得る》《積極的な姿勢（態度）》，



対人技術《社会的な視野を広げる》《積極的な姿勢（態
度）》 手技的技術《実践的な技術を身につける》《経
験を積む》が関係すると考える。看護技術に必要なこ
れらの要素は，今後の学習を重ねることによって修得
していくと考える。

．看護が行われる場

看護の対象や目的と同様に，広い視点でとらえ 社
会のどのような場所でも行われる 全世界で行われる
看護を必要とする人がいるところ など のデータか
ら《社会のあらゆる場所》を， 地域の中 から《地域》，
家 自宅 などから《自宅・家庭》，病院 学校 老
人ホーム 保健所 などから《病院・学校》を抽出し
た。これらから【対象がいる場】とした。看護は，看
護を必要とする人がいるあらゆる場所で実践されてお
り，学生の記述からはそのことを十分認識しはじめて
いるといえる。学生がどのような場であっても看護の
目的を明確に持ち，看護を実践することができるよう
な教育が必要と考える。

以上より，入学初期の学生の看護に関するとらえ方の
傾向について，
．学生は，看護の対象や看護が行われる場について，
授業の進行に伴って具体的なとらえ方に変化しつつあ
る。
．看護の目的について，健康状態の回復のみではなく，
生活の質の回復にも着目し，看護の対象の立場から意
味を考える傾向が示された。
．学生は日常生活行動に基づく援助技術について，自
己の生活経験に基づいて具体的・感性的にとらえてい
た。
．学生は精神的な援助についての関心は高い一方，抽
象的な表現にとどまり，援助方法について漠然とした
とらえ方であった。
．対人関係については，看護の実践上，重要な要素で
あるととらえており，コミュニケーション能力の向上
が重要であるととらえていた。
．医療行為について，正確さや迅速さの重要性をとら
えていたが，医療行為の内容は具体的にはとらえてい
なかった。
．看護職者になるために必要な要素として，学生自身
が現在取り組んでいる大学での学習を多く取り上げて
おり，実践的な技術を身につけることを必要ととらえ
ていた。

今回の研究では，学生 名中 名であるから，全学生
の看護に関するとらえ方の特徴と断定はできないが，大
づかみな傾向を把握したと考える。学生の記述は全体的

に質問紙の設問に対して抽象的でシンプルな表現であ
り，具体的なイメージを表現する内容を持ち合わせてい
ないと考える。今後の教育によって，豊かで具体的な内
容に変化が起こってくると考える。この結果を前提にし
ながら，今後，看護に関する学生のとらえ方について縦
断的に追跡していくことで，学生の看護のとらえ方の特
徴と変化を明らかにしていく予定である。
また，今回の回収率が ％と低かったことは，学生が
記入する際に，質問紙の設問内容が，看護に関して捉え
ていることについての記述形式であったため，入学初期
の学生にとっては、自己の認識を文章として表現すると
いうことに困難さを感じたのではないかと考える。回収
率の低さについては，次年度の課題である。
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要 旨

大学 年次生の看護に関するとらえ方について明らか
にするために，入学後一ヶ月の時期にアンケート調査を
行った。その結果，学生の認識は学習を受けた専門基礎
科目の影響を受けて，看護の対象や看護が行われる場に
ついては具体的なとらえ方をしていた。看護の目的につ
いては，健康状態の回復のみではなく，生活の質の回復
にも着目し，看護の対象の立場から意味を考える傾向が
示された。日常生活行動に基づく援助技術について，自
己の生活経験に基づいて具体的・感性的にとらえてい
た。精神的な援助についての関心は高いが，援助方法に
ついては漠然としたとらえ方であった。看護の実践上，
対人関係は重要な要素であるととらえており，コミュニ
ケーション能力の向上が重要であるととらえていた。医
療行為について，正確さや迅速さの重要性をとらえてい
たが，医療行為の内容は具体的にはとらえていなかった。


